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      経過報告！ 

絶賛盛り上がり中の生活展の活動。始まる前に担任で両クラスで共通にしよう！と決めて

いたことがありました。前回のクラスだよりでもお伝えしていましたが、『みんなは大きく

なった！』『大きくなった姿を自信を持って見せる』＝生活展だよ！ということ。 

今号では、両クラスがどんな経緯で当日の活動を決めたのか・と経過報告をしたいと思い

ます！ 

 

＜かわ組   ＞ 

山田が、生活展とは…という話をしていたら、子どもたちはとてもよく聞いてる姿が！ 

そして、生活展で、クラスでやりたいことを子どもたちから募ってみました。 

みつき『地球グミでおもちつきみんなでしようよ！』みんな『なんじゃそりゃ！(笑)』 

れい『福笑いつくってみんなでやろうよ～』めい『歌ったり踊ったりしたい    』 

れいな『運動会で“私は最強”やったでしょ？れいなそれやりたい…だってみんな大きく

なったのを見せるんでしょ…』 

クラスとして、一人ひとりの発言にうんうんと頷きながらも、れいなの発言に『確か

に！！！』と同感している様子がありました。 

『それにしようよ！』という声が大きくなってきて、みんなの大賛成ですんなり決定！！ 

こんなあっさり決まるとは…と心のなかでびっくりしながら…みんなの乗り気に嬉しくな

る担任なのでした…         

そして大枠は決定し、そこからどうしよう？という話に。それぞれに得意なこと・大きく

なってできるようになったことを披露しよう！ということで、ひとりずつじっくり考えま

した。迷ったり、やってみて変更したり、紆余曲折ありながらも、決まりました！ 

りた・めい・なぎ・てまり⇒なわとび   こう⇒プログラミング  かふな・けい⇒跳び箱 

れいな・おとは・ゆら・れい・いお⇒歌ダンス  のかぜ・そうへい・いつき⇒こま  かいと⇒くるま   

だいき⇒逃走中  きょうご⇒電車  りゅうと⇒積み木 みつき・すみれ⇒鉄棒  たいき⇒どろけい 

話のなかで、だいきの逃走中・たいきのどろけい・りゅうとの積み木・かいとのクルマは手伝

いが必要だよねということで、みんなで一緒に応援することになりました。 

作り物は一週間かけてほとんど自分たちでつくり、今は全体の流れやそれぞれの見せ方を

練習中です。一人ひとりが『おうちの人におおきくなった姿を見せるんだ！』と意識して

いる姿に驚きと成長を感じています。 

さて、当日はどんな姿を見せてくれるのかな…一緒に見守ってくださいね。 

 



＜もり組  ＞ 

 3 学期が始まり【やりたいことボード】を見ながら『サンタの世界をつくろう』と話し

ていた時のこと。どんな形にするかみんなのアイデアを聞いていると、『人形劇みたいにす

る』『自分がサンタになる』の意見が出る中、まなが『みんながサンタになってげきみたい

にするのは?せいかつてんみたいに』なんということでしょう！来週から生活展について

話し合っていこうと思っていた矢先に生活展というワードがでてくるとは！そこでまなに

『生活展ってなに?』と聞くと『じぶんがどれくらいおおきくなったか、おうちのひとに

みてもらうの』とちゃんと生活展のことをとらえていました。その時になんとなくみんな

が、生活展っていうのがあるんだねぇとぼんやりイメージをしていたようです。  

そして、いよいよみんなで生活展で何をやりたいかのミーティングが始まりました。 

みんなから出てきたアイデアは・・・ 

 

まな『みんながきんちょうするげき、どれくらいおおきくなったかわかるげき、ねんちょ

うのいちねんをげきにする』とうぎ『ともだちやのげき』く)まい『どうぶつのにんぎょう

げき』こうた『バードショー、どうぞのいす』かすみ『たのしいげき』ゆうき『おおきなか

ぶ』は)まい『おもしろいげき』て)こう『うたをうたう』あおい『のりものをつくる』はる

まさ『おばけやしき』なお『イルカショー』 

なんとなくもり組のイメージは『劇をする』ことなのかな?と思い、みんなに聞いてみる

と『げきにする！』となり、既存の物語にするか、自分たちでお話を作るかを話し合いま

した。まなが出してくれた『ねんちょうのいちねん』が自分たちが経験したことを通して

大きくなったことが伝わるとみんなの思いも一致して、もり組は劇『ねんちょうのいちね

ん』に決定しました！  

もり組でやったことを思い出しながら【行事】と【やりたいことボード】チームに分か

れ何をどんな風に表現しようか子どもたちで考えました。その活動中に担任が『こっちの

チームはどんな感じかな?』と声をかけるとこうたが『こっちはみんなではなしあってきま

ってるからだいじょうぶ！ぎょうじチームみてあげて』と。なんて頼もしいのでしょう。

生活展で何がしたいかとミーティングを始めた時にはみんな緊張感があり、なかなか自分

の思っていることやアイデアが出てこない場面もありましたが、チームに分かれてから、

子どもたち同士でアイデアを出し合いどんどんカタチにしていく姿を見て、『これこそが生

活展そのものだ』と感じました。 

自分を表現するおもしろさ、緊張感、いろんな気持ちで生活展に向かっている子どもた

ち。ここまでの過程がちゃんと積み重なって当日を迎えます。そんな姿を重ねながら当日

は子どもたちを見守ってほしいなと思います。 

 

 

 

  ↓生活展準備の様子を写真でお伝えします 

 



 

 


